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1Abstract
   This paper investigates Japanese language learners’ mixed use of plain 
and polite styles in their compositions and reports the following tenden-
cies. Firstly, both Japanese native speakers and Japanese language learn-
ers make mistakes in the usage of certain verbs. Secondly, mixed styles 
are more likely to occur in verb predictions than in noun or adjective 
predictions. Thirdly Japanese language learners often use expressions 
that are directly addressed to readers, such as “Let’s do it.” -shimashoo- 
and “Please do something.” -tekudasai- in their essays. These findings 
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形容詞が 34 件、名詞が 86 件抽出されたが、作文の重複があったため、最





















上　級 中　級 初　級 合　計
丁寧体の出現件数 14 件 16 件 4 件 34 件
全体における割合 41.2％ 47.0％ 11.8％ 100％
表 2　日本語テスト成績別の混用件数
語　彙 A A B B B C C
合　計
文　法 A B A B C B C
















述　語 出題級 出現数 文　型 出題級 出現数
できます 4級 1 ～ています 4級 3
できません 4級 1 ～でしょう 3級 3
できました 4級 2 ～てください 3級 3
あります 4級 3 ～ましょう 4級 2
なります 4級 2 ～んです 3級 2
います 4級 1 ～てしまいます 3級 1
思います 3級 1 ～られました（受身） 3級 1
勉強します 4級 1 ～てもかまいません 2級 1
会います 4級 1 ～だけです 4級 1
伝えます 2級 1 接続詞 出題級 出現数
発生します 1級 1 ですから 4級 2




















級　外 1級 2級 3級 4級 合　計
0 2 2 12 18 34
（0.0％） （5.9％） （5.9％） （35.3％） （52.9％） （100％）
表 6　普通体の文章中に出現した述語の日本語能力試験出題級別の出現件数
級　外 N1 N2N3 N4 Ｎ 5 合　計
21 1 39 34 118 213










































































































































































文末丁寧体（ことができます） 16 件 61.5％
文末普通体（ことができる） 0件 0.0％



























およそN1は 1級に、N2・N3 は 2 級に、N4・N5 は 4 級に対応する。
８）　『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）（https://chunagon.ninjal.
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